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怒りという文字の下にある“心”を力に変えてみてください。  

あっという間に凄い文字に変わりましたよねぇ。  

 

そう。  

努力の“努”の字に早変わりです。  

 

ソースは調べていませんが、これは単に偶然文字がそうなっていただ

けではなさそうです。  

ちゃんと背景がありそうです。  

 

生きていれば、大なり小なり誰でも怒りますよね。  

許せない事態が起これば、許容範囲という名の心のコップに水があふ

れ出して手に負えないこともあります。  

しかし、これはとっても人間らしい、ひいては動物らしい現象ですよ

ね。  

感情があるから怒るのです。  

“怒”の文字に心という文字が入っているのも頷けますね。  

 

心は人間を豊かな動物にしてくれますが、時に心があるために起こる

マイナス現象もあるのが現実です。  

心があるから競争心が生まれ、嫉妬し、妬み恨み嫉（そね）み・・・。  

世界の各地でこれまで起こってきた、そしてこれからも起こり続けて

いくであろう“戦争”だって、結局は人間の心が生み出したものだと思

います。  

野生動物は餌の取り合いはしても戦争はしませんから。  

 

 

体験版はここまでです  


